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季刊　水団連
夏季号
No.160

　大判三十六枚のシリーズで、広重の死の翌
年に発売された遺作。広重らしい情緒豊かな
もので、四季折々の情緒としてまとめあげた
作品。歯を食いしばって勢いよく進む人足立
ち、少し腰を引き気味にして籠や座布団をつ
かむ女性の不安げな様子、気楽そうに片膝つ
いておしゃべりする二人連れなど、人々の表
情がよくわかる。後ろには大名行列の一行も
見える。実際に見る者が輦台（れんだい）に
乗って見ているかのような眺めで描かれてい
る。

冨士三十六景
「駿遠大井川（すんえんおおいがわ）」

作者：歌川広重

今号の表紙
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通常総会・理事会を開催通常総会・理事会を開催

横山信一参議院議員

新妻秀規参議院議員

山本有二衆議院議員

務台俊介衆議院議員

北尾裕一会長

上月良祐参議院議員

里見隆治参議院議員

森岡泰裕新専務理事

角田秀穂衆議院議員

足立敏之参議院議員

高橋光男参議院議員

渡辺博道衆議院議員

川北和徳
元日水協専務理事

福井経一
元下水協理事長

通常総会

懇親会には国会議員をはじめ多数の来賓が出席 表彰受賞者一同

上下水道の持続を一体で
　６月７日、東京・千代田区の東京會舘
で第58回通常総会を開催。2023年度事
業報告・決算や理事の補充選任案など議
案は全て了承されたほか、2024年度事
業計画・予算の報告、会長表彰などを行
った。またこの総会をもって宮﨑正信・
専務理事が退任され、森岡泰裕・日本下
水道新技術機構上席参与が新専務理事に
選任された。
　総会後の懇親会には、多数の国会議員
や来賓が駆けつけ、強靭な上下水道の構
築に向けて決意を新たにした。
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を支えた施設を訪ねて水シリーズ
（本文22頁）

猿橋水道橋（八ツ沢発電所施設第一号水路橋）

2

事業報告（案）及び決算（案）を審議表彰対象候補者と記念品について審議

神戸水道展などについて審議総会の議題等などについて審議

ラッピングEV出動中!（福岡市和白水処理センター）

第76回決算委員会� （４月16日）第55回表彰委員会（オンライン）�（４月12日）

第176回広報宣伝委員会� （６月17日）第177回理事会� （５月14日）

各種委員会・
理事会を開催

　５月24日、横浜
市水道局中村ウォー
タープラザにおいて
令和６年度上水道基
礎専門研修（第２回）
を開催した。

「福岡展示会」開催（５月23日） 令和６年度上水道基礎専門研修

情報ファイル（本文18頁）
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上下水道一体での
� 事業推進に向けて

　平素より上下水道行政の推進にご支援、ご協力をいただきありがとうございます。
　生活衛生機能強化法の施行に伴い、４月１日より国土交通省において水道行政（水質
基準関係を除く）を所管することとなりました。これに伴い、厚生労働省水道課のメン
バーを国土交通省に迎えるとともに、従来の下水道部を発展的に改組し、新たに局相当
の上下水道審議官グループを設置いたしました。今後は当グループにおいて上下水道を
一体的に所掌することとなりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　水道行政移管の狙いの１つは、国土交通省の強みをいかした水道の機能強化です。元
日に発生した令和６年能登半島地震では、移管を待たずして上下水道一体で災害対応に
取り組んできたところです。災害対応のほか、施設の耐震化、老朽化対策などインフラ
マネジメントの観点から、様々な取組を推進していきたいと考えています。
　持続性向上に資する施策については、官民連携、広域化、ＤＸ、公営企業経営など上
下水道共通の課題が多く、これらについては上下水道一体での取組を強化していきます。
特にウォーターＰＰＰについては、令和13年度までに水道・下水道それぞれ100件の具
体化目標が掲げられています。新規予算制度である「上下水道一体効率化・基盤強化推
進事業」などを活用しながら、目標達成に向けて案件の具体化を支援してまいります。
　上下水道一体とは何か、ということになりますが、必ずしも何か「新しいこと」をや
るということではないと考えています。上下水道はともに水インフラとして市民生活を
支えているという原点に立ち返り、市民目線でサービスレベルの維持向上に努めること
が「上下水道一体」の本質だと思います。能登半島地震の例を引くまでもなく、水道、
下水道は両方セットで機能して初めて意味があるものとなります。そのような視点を大
切に、市民から見て効率的、一体的に上下水道を機能させるために何ができるかを、お
互い連携して追及していく。そのために考え方、やり方を工夫改善していくことが大切
だと考えています。
　国土交通省では、水道行政をともに所管する環境省と連携するとともに、水道と下水
道が互いに長所を取り入れ、また刺激し合いながら、上下水道として一層のパフォーマ
ンスの向上が図られるよう取り組んでまいります。水団連の会員各位におかれましても、
様々な場面で「上下水道一体」を改めて意識していただければ幸いです。皆様方の引き
続きのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

国土交通省上下水道審議官
　　松原　誠
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専務理事就任のご挨拶
一般社団法人 日本水道工業団体連合会

専務理事　森岡　泰裕

　６月に新しく専務理事に就任した森岡泰裕と申します。一般社団法人 日本水道工業団
体連合会（水団連）会員をはじめ関係する方々にはこれからお世話になります。微力では
ありますが、水道産業界のために尽力する所存です。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は、滋賀県大津市の琵琶湖近くで生まれ、幼いころから魚とりを趣味にし、また高
度経済成長期には汚染が進む琵琶湖を目の当たりにしながら学生時代を過ごしました。
自然と水に関心を持つようになり、大学時代は上水道の研究室に所属し、卒業論文では
緩速ろ過に関する研究をしていました。
　社会人になってからは、建設省、国土交通省などで、下水道に関する仕事に約30年、
河川に関する仕事に約10年携わってきました。東京以外では静岡、山梨、愛知と徳島な
どで勤務しており、静岡では狩野川を担当し、愛知では三河地方の豊川と矢作川、徳島
では四国三郎・吉野川の河川管理者も経験させてもらいました。
　このように、幼少期から現在まで、ずっと水に関わりの深い生活や仕事をしてきたこ
とになります。特に最も長く経験した下水道では、建設省に入った約40年前には欧米に
比して下水道後進国だった日本が、今では普及概成に近づいています。今後は、老朽化
や人口減少、激甚化する災害対応など上下水道に共通する諸課題にも適切に対処してい
かなければなりません。
　４月に、上水道が厚生労働省から国土交通省に移管（水質基準を除く）されました。
国土交通省では、それまでの下水道部が改組され、新たに上下水道審議官グループがで
き、こういった上下水道に関する諸課題に一体となって取り組まれることと思います。
　私自身も、これまでの経験を踏まえ、上水道、工業用水道、そして下水道といった水
インフラについて、関係省庁や関連団体とともに議論し、水団連の活動を通じて少しで
も持続性を高め、また強靭化を図ることができればと考えています。それが今後の日本
の発展を支え、多くの方々の安全で安心な暮らしのベースとなる、そう考えるからです。
　1966（昭和41）年に設立された、歴史と伝統ある水団連は、上下水道インフラに関す
る諸課題を官民一体となって解決を図るべく活動してきました。今後とも、水団連のプ
レゼンスを高めるためのさまざまな活動を続けてまいります。
　関係する皆さまにおかれましては、引き続きの水団連へのご指導、ご支援を賜ります
ようお願いを申し上げます。
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専務理事退任のご挨拶

専務理事退任のご挨拶
一般社団法人 日本水道工業団体連合会

前 専務理事　宮﨑　正信

　この６年余りの間、一般社団法人 日本水道工業団体連合会（水団連）で働く機会を得
たことは望外の喜びでした。また、専務理事として６年、その前の企画参与として半年
余り、JR市ヶ谷駅からの坂道を登り、厚生労働省の水道課長時代に携わった改正水道法
のその後の展開を近くで見ることができたのは幸いでした。支えていただいた事務局、
加盟企業・団体の方々に改めてお礼を申し上げたいと思います。
　水団連時代の思い出としてはIWA会議参加（東京、香港、コペンハーゲン、高雄）、
水道展（高松・福岡・函館・名古屋・東京）、各種委員会活動、要望活動、ミス日本水
の天使選出、小規模水道展、新年名刺交換会など様々ありますが、いずれも水道産業界
が広く水関連インフラにおいて重要な役割を果たしており、社会にとって必要であるこ
とをアピールするものであったと考えています。
　とりわけ水道展は苦労とともに実り多いものとなりました。高松は屋外の会場で台風
通過により地面がぬかるみ、準備も間に合わず初日の開催を見送り、函館は函館アリー
ナという狭い会場でぎゅうぎゅう詰め、開催予定だった仙台は新型コロナウイルスのた
め２年続けて開催できず残念なこととなりました。その後の名古屋、東京はいずれも立
派な屋内展示会場で開催でき、名古屋の約8,000人、東京の約12,500人の来場者数は記録
的なものとなりました。やはり対面で皆が参加できる展示会は官民双方にとって良い機
会であると改めて感じたところです。今年の神戸も楽しみです。
　また日本水道協会の支部総会や全国水道企業団協議会の総会における小規模水道展も
新たな試みとしては有意義でした。こちらは昨年度から開始したものです。それぞれの
会場で机とパネルの展示に説明員が立つという簡素なものですが、日ごろの技術開発の
一端を水道展に参加しにくい方々にもお知らせすることができたと考えています。今年
度も福岡、福井、岡山、室蘭、川崎の各会場で開催予定です。小規模水道展のみの参加
でも結構ですので、近隣の水道事業体の職員の方にはぜひおいでいただければと思います。
　委員会活動では水団連の活動の方向性を議論するためのワーキングの設置、機関誌のPDF
をアップするなどのホームページの改善、ISOの動きに対応すべく、水道事業体の専門家と
ともに産業界の専門家を現地に派遣して世界の議論に参加するといった活動を行いました。
　このように、新型コロナウィルスの影響で十分な活動を実施することができない年も
ありましたが、新しい事業の開始、委員会活動の活性化などを通じて、総じて着任当初
より水団連活動が活発化したのではないかと自画自賛しています。
　令和６年４月よりこれまで厚生労働省にあった国の水道行政が国土交通省と環境省に移
管されたことは水団連の活動に多少影響を与えることになるかもしれませんが、広く水道
界の発展に貢献するという水団連の理念に変更はなく、今後ともその活動に期待しています。



ト ピ ッ ク ス 1

6

水団連　第160号 トピックス①

１．はじめに
　ストックホルム水大賞は世界で最も栄誉あ
る水関連の賞だとされています。世界中から
の推薦に基づきストックホルム国際水研究所
の指名委員会によって選ばれた３名の候補者
リストが、ノーベル物理学賞などを選考して
いるスウェーデン王立科学アカデミーによっ
てさらに評価、順位付けされて受賞者が決ま
り、スウェーデン国王カール16世グスタフ国
王より授与されます。受賞者は国連が定めた
世界水の日（３月22日）に発表され、８月の
ストックホルム世界水週間の一環として王室
による授賞式が行われ、王室晩餐会はノーベ
ル賞と同じくストックホルム市庁舎にて開催
されます。
　学術研究だけではなく政策や実践も対象業
績に含まれるため、受賞者は世界のトップの
科学者、官僚、ジャーナリスト、あるいは研
究組織など多岐にわたります。研究分野とし
ても、水処理技術や水管理、水文学のみなら
ず、法律や健康、社会科学、生態学など、自
然科学から社会科学、そしてガバナンス論ま
で多岐にわたり、あたかも、ノーベル物理学
賞、化学賞、医学賞、経済学賞、平和賞が水
という旗印の下に集結しているかのようです。
　なお、日本人の受賞は、建設省で日本の下
水道の普及に尽力された久保赳氏（1994年）、
再生水利用の研究で世界的に高名なカリフォ
ルニア大学名誉教授の浅野孝教授（2001年）

以来23年ぶり３人目となります（浅野博士は
アメリカ国籍）。日本を拠点として活動する
科学者が受賞した前例がないため日本での知
名度は低いかもしれませんが、賞金の額や希
少性からすると、化学、農業、数学、医学、
物理学、芸術の分野で国際的に卓越した業績
を上げた科学者および芸術家に贈られるウル
フ賞や、建築分野のノーベル賞と言われるプ
リツカー賞を凌ぐ栄誉ある賞です。

２．受賞の経緯
　2021年の秋に、東大・未来ビジョン研究セ
ンターの福士謙介先生から打診があり、生産
技術研究所の芳村圭先生らにも手伝っていた
だきつつ、藤井輝夫総長名でストックホルム
水大賞に推薦いただきました。当初は、候補
者名と最大500語の業績紹介だけを投稿し、
無事一次選考を通過した後に業績リストや履
歴書、推薦状などを提出するように求められ、
世界の仲間から推薦状を集めて提出させてい
ただきました。
　しかし、同じ分野の大先輩、大著「水文学」
で高名な米国コーネル大学のブルツッアール
ト名誉教授が2022年のストックホルム水大賞
を受賞され、僕ではとてもではないが相手に
ならないと思いました。それでも福士先生が
再度2022年秋に挑戦くださいましたが、2023
年は水文学分野でイタリア・パドヴァ大学の
リナルド教授が受賞しました。二度応募して

ストックホルム水大賞について

東京大学 大学院工学系研究科
教授　沖　　大幹
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ストックホルム水大賞について

採択されないとさすがに観念するのか、福士
先生も2023年には「もうやめましょう」とおっ
しゃって、応募はしませんでした。
　そのため、応募自体をすっかり忘れていた
のですが、２月23日、野外調査の出張中に「電
話ですぐにお話ししたいのですが、この番号
であっていますか?」というメールがストッ
クホルム国際水研究所から届きました。すで
に先方がかけたであろうオフィスの電話番号
に代わり携帯番号を返信で伝えたところ10分
ほどですぐに国際電話の着信があり「あなた
はストックホルム水大賞に推薦され、選考の
結果2024年の受賞候補者に選ばれました。公
式な質問です。受諾されますか。」といった
内容を英語で伝えられました。
　もちろんイエス、と答えたのですが、水関
連では世界で最も権威があり、水のノーベル
賞とも呼ばれる賞を本当にもらえるのか、手
の込んだ国際詐欺なのではないか、と半信半
疑になり相手の名前をWeb上で調べたりし
ました。後になって聞いたところによると、
応募書類は３年間は候補として検討されるの
だそうです。

３．受賞理由となった研究成果
　僕の受賞理由として、受賞者紹介ページの
冒頭には「仮想水貿易、デジタル河川地図、
人間活動を考慮した水循環研究などについて
の世界的な研究」とあり、推薦委員会の受賞
理由引用文には「沖教授の研究は水文学と気
候変動、持続可能性の結び付きに関する理解
を大きく前進させた。地球規模の水収支、世
界の仮想水貿易、そして利用可能な水資源の
時空間変動についての研究に対する顕著な貢
献により選ばれた」とあります。
　具体的には、東大・都市工学科の片山浩之
教授がある時「沖さんは、論文１本で天下を
取った」とおっしゃってくださったScience

誌に2006年８月に掲載されたレビュー記事
（Oki and Kanae, 2006）の存在が大きいと思
われます。この論文には、
・ 水が足りなくなるのは時空間的な偏在のため
・ 水資源は貯留量ではなくフローで考えるべき
・ 水資源は安価に安定して供給されねば意味

がない
・ 水が使えるかどうかは気候の乾湿ではなく

開発の問題
・ 気候変動の悪影響も絶対値というよりは変

化が問題
・ 現在すでに存在する水資源利用の脆弱性の

削減が、将来懸念される変化に対して事前
に備える第一歩

・ 科学者と政策決定者のコミュニケーション
の改善が重要

・ 将来の危機は、どうなるかの問題ではなく、
どうするかの問題

　といったメッセージが込められており、水
マネジメントの重要性、ブルーウォーターや
グリーンウォーター、バーチャルウォーター、
Anthropocene（人新世）、気候変動影響、極
端現象の増加、ミレニアム開発目標にも言及
しているなど、グローバルな水循環と世界の
水資源の概説として現在でも通用する内容が
盛り込まれています。実際、世界中で講義資
料として今も役立てていただいているようで、
Web of Scienceで2,600以上、Google Scholar
では4,400以上の引用を数えます。図１に示
すグローバルな水循環のイラストに盛り込ま
れ た 数 字 の う ち、 貯 留 量 の ほ と ん ど は
Korzun（1978）からの引用ですが、人間活
動も組み込んだ図表としては先駆的で、多く
のアップデート論文が未だに公表されている
のは名誉だと感じています。ただ、Oki and 
Kanae（2006）本文ではダム貯水池の総貯水
容量にちゃんと言及しているのに、このイラ
ストに人造貯水池を入れなかったのは痛恨の
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極みです。なお、最初に単著で出版した『水
危機 ほんとうの話』（沖、2012）はある意味で
このOki and Kanae （2006）の内容にあれこ
れ肉付けして説明した内容になっていて、主
要メッセージは同じです。
　Virtual water trade（仮想水貿易）という
言葉を提案したのはキングス・カレッジ・ロ
ンドンの故トニー・アラン教授で、2008年の
ストックホルム水大賞を受賞されています。
しかし、主要穀物について定量的に推計し、
肉類や工業用水に拡張して世界的な交易の実
態を明らかにしたのはOki and Kanae（2004）
が世界初です。一方で、ウォーターフットプ
リント・ネットワークを組織し、仮想水の概
念も含めてこの分野の研究を世界的に引っ
張っていたのはオランダ・トゥウェンテ大学

の故アリエン・フックストラ教授でしたが、
2019年11月、52歳の若さで突然亡くなってし
まいました。直前に中国で開催された研究会
合でずっと一緒だったこともあってショック
でしたし、もし彼が生きていたとしたら、僕
の受賞理由に仮想水の部分はなかったかもし
れません。
　フックストラ教授は生産に必要な水の量を
ウォーターフットプリントとし、それが交易
される外部不経済を算定するという環境影響
的な視点で仮想水を研究していました。それ
に対して、我々はあくまでも水や食料の需給
に及ぼす影響という視点から、もし輸入国で
生産していたら必要であったであろう量とし
て仮想水を算定しています。我々の考え方だ
と、水効率が良い国で生産された食料などを、

図１：地球上の水文循環量（1,000km3/year）と貯留量（1,000km3）。自然の循環と人工的な循環を様々なデータソー
スから統合した。大きな矢印は陸上と海洋上における年総降水量と年総蒸発散量（km3/year）を示す。陸上の総降
水量や総蒸発散量には小さな矢印で主要な土地利用ごとの年降水量や年蒸発散量を示す。括弧内は主要な土地利用
の陸上の総面積（百万km2）を示す。河川流出量の約10%と推定されている地下水から海洋への直接流出量は河川
流出量に含まれている。初出Oki and Kanae （2006）から、農地とその他の面積等数値の間違いを修正したもの。
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水効率の悪い国が輸入して消費すると、世界
全体では水が節約できる、といった推計も可
能となるのが利点です。
　仮想水研究と、他の受賞理由であるデジタ
ル河川地図や人間活動を考慮した水循環研究
を有機的に結び付けた研究成果がOki et al. 

（2017）です。図２は横軸に一人当たりの
GDP（国内総生産）、縦軸に一人当たりの年
間水資源賦存量（潜在的に利用可能な水資源
量の最大値）を取り、プロットそれぞれが各
国の正味の仮想水貿易量に対応しています。
食料という形で水資源を正味輸出している国
では一人当たりの水資源量がほぼ年間１万
m3を超えているのに加えて、クウェートや
アラブ首長国連邦（UAE）のように水資源
量が極めて少なくても豊かな国や、ブルンジ
やイエメンのように貧しくともそれなりに水
資源量がある国は存在しますが、一人当たり
の水資源量年間１万m3とGDP年間１万ドル

を結ぶ線よりも左下、経済的
にも水資源的にも貧しい国は
地球上に存在しないことがわ
かります。すなわち、経済的
にも豊かでなく水資源も乏し
い国が問題で、そうした国は
水もなく食料も買えない状態
にあり、まさに水問題は貧困
や飢餓、食料問題と一体であ
るという現状が明白に読み取
れます。逆に、飲み水にも事
欠くような地獄の沙汰も金次
第、と言えるかもしれません。

４．おわりに
　具体的な技術とは程遠い
我々の研究が、果たしてどの
程度「世界の水資源の持続可
能な利用と保全」に対して貢

献できているのかはなはだ心もとない限りで
すが、今回の受賞を我がことのように喜んで
くださる皆さんがたくさんいらして、とても
嬉しく光栄に感じています。これまで一緒に
創意工夫と試行錯誤を重ねてくれた同僚、学
生、先輩諸氏に深く感謝いたします。

参考文献
Oki, T. and S. Kanae, 2004 : Virtual water trade and world 

water resources, Water Science & Technology, 49, No. 7, 
203 -209 .

Oki, T. and S. Kanae, 2006 : Global Hydrological Cycles 
and World Water Resources, Science, 313 , no. 5790 , 
pp.1068 -1072 . DOI: 10 .1126 /science.1128845

Oki, T., et al., 2017 : Economic aspects of virtual water trade, 
Environ. Res. Lett., 12 ( ４), 044002. DOI：10.1088/1748-
9326 /aa625 f 

沖 大幹、2012：『水危機 ほんとうの話』、新潮社、334頁。
沖 大幹、2016：『水の未来─グローバルリスクと日本』

岩波新書、240頁。
Korzun, V.I. ( 1978 ): World water balance and water 

resources of the earth, Studies and Reports in 
Hydrology, 25 , UNESCO.

図２：2012年における年間１人当たりGDP（横軸）、水資源賦存量（縦
軸）と正味の仮想水貿易量。青（濃円）とオレンジ（淡円）は正味の仮
想水貿易量の輸入と輸出をそれぞれ示す（Oki et al., 2017）。
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１．はじめに
　下水道は、汚水処理による生活環境の改善、
雨水排除による浸水の防除、汚濁負荷削減に
よる公共用水域の水質保全等、住民の快適で
安全・安心な生活や環境を守る重要なインフ
ラとしての役割を担っている。
　しかしながら、厳しい財政状況、ストック
の適正な維持管理、浸水や地震・津波への備
え、少子化やベテラン職員の大量退職による
人材不足・技術継承への対応といった多岐に
わたる課題に直面している。その中で、市民
サービスの向上や災害対応力、マネジメント
力の強化を行い、質が高く、持続可能な下水
道事業を維持並びに向上させていくために、
データとデジタル技術の活用基盤を構築し、
徹底活用することで、業務そのものや、組織、
プロセスを変革する「下水道のDX」に国を
あげて取り組んでいるところである。
　下水道のDXの取組の一環として、下水道
革新的技術実証事業（B-DASH）等を通じて、

「AIを活用した水処理運転操作の最適化支援
技術」の実証を行っており、複数の下水道管
理者等においても、企業との共同研究等によ
り下水処理場の運転操作にAIを活用する実
証研究が実施されている。
　このような状況を踏まえ、下水道のDXの
加速化に資することを目的に、下水道管理者
が水処理運転操作等にAI導入を検討するに
あたり参考となるAI導入の効果や導入モデ

ル、並びに必要な環境整備や支援策等の検討
を行うため、AIによる下水処理場運転操作
デジタルトランスフォーメーション（DX）
検討会を設置した。
　今回、本検討会における議論、企業からの
ヒアリング、下水道管理者へのアンケート調
査を経て、下水処理場運転操作へのAI導入
に向けた環境整備に関するあり方を提言とし
て取りまとめた。本稿では、AIに関する取
組や提言の内容について紹介する。

２．AIによる下水処理場運転操作のDXに
関する取組

　国土交通省では、下水道における革新的な
技術について、国が主体となって実規模レベ
ルの施設を設置して技術的な検証を行う
B-DASHを平成23年度から実施している。ま
た、B-DASHの一つとして、令和３年度から

「AIを活用した下水処理場運転操作の先進的
支援技術に関する実証事業」を実施している。
背景として、下水処理場の管理においては、
ベテラン技術職員の退職等に伴い、下水処理
設備の運用操作に関する技術の継承がなされ
ない課題があげられる。解決策の一つとして
AI技術の導入が考えられ、熟練技術者の運
転操作に関するノウハウをAIに学習させ、
対応方法の見える化を行うことで、運用レベ
ルの維持や技術継承の達成を期待している。
本実証事業のフィールドは、広島市の水資源

下水処理場運転操作へのAI導入に向けた
環境整備に関するあり方について　提言

国土交通省大臣官房参事官（上下水道技術）付
課長補佐（上下水道審議官グループ）　岩渕　光生
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再生センター及び船橋市の下水処理場とし、
下水処理場の運用データやカメラ画像を用い
て、水質異常の検知や運転操作方針の提示、
設定値の推定や水質予測が可能なAIにより、
処理水質の安定化、維持管理コストの低減効
果を検証している。
　この他、北九州市、東京都、町田市などが
民間企業と連携し、AIを活用した下水処理
場水処理運転操作に関して取り組んでいる。

３．AIによる下水処理場運転操作DX検討
会について

３．１　検討会の概要
　下水道のDXの加速化に資することを目的
に、下水道管理者が下水処理運転操作等に
AI導入を検討するにあたり参考となる導入
効果や導入モデル、並びに必要な環境整備や
支援策等の検討を行うため、加藤裕之特任准
教授（東京大学大学院工学系研究科都市工学
専攻下水道システムイノベーション研究室）
を座長とした「AIによる下水処理場運転操
作デジタルトランスフォーメーション（DX）
検討会」を令和４年度より開催している。令
和４、５年度に本検討会を６回開催し、成果
として下水処理場運転操作へのAI導入に向
けた環境整備に関するあり方を提言として取
りまとめた。

３．２　提言について
　提言では「AI導入及び運用に必要な運転
データの取得」「信頼性の確保」「透明性の確保」

「技術開発・導入促進」の観点から必要な環境
整備に言及されており、詳細は以下の通り。
（1）AIの構築及び運用に必要な運転データ

の取得（ベンダーロックイン※解消に向
けた環境整備）

　下水処理場の運転操作に対してAI導入及
び運用を進めるためには、必要な運転管理

データが容易に取得できる環境を整備する必
要がある。しかしながら、既存システムベン
ダーが独自の通信仕様を採用している場合、
他社ベンダーが参入困難となり（いわゆるベ
ンダーロックイン）、必要な運転管理データ
を容易に取得できないという問題が生じAI
導入はもとより下水道のDX加速化の障害と
なる。ベンダーロックインへの対応として、
既存システムとの間で通信を行うことがで
き、必要なデータを入手できる環境整備を行
わなければならない。
　必要な運転管理データを容易に取得できる
環境整備の一つの手法として、「汎用プロト
コル化」が考えられる。汎用プロトコル化と
は、仕様が公開されている通信規格を用いた
通信装置を用いることで、異なるシステムベ
ンダーのコンピュータ間でのデータ送信を可
能とするものであり、AI導入及び運用のた
めには、すべての下水道管理者において取り
組むべきものである。下水道管理者において
は、本検討会で調査した各下水道管理者の取
組状況を参考に、監視制御システム等の発注
資料（図面、仕様書等）等の見直しを検討す
る必要がある。また、国は、現在、下水道管
理者に本課題の認識が浸透していない状況か
ら、下水処理場の設計・建設に関わる関係機
関と連携して標準的な発注仕様の策定と周知
等による働きかけ、進捗状況の調査等による
フォローアップを継続的に行うとともに、必
要に応じて財政的な誘導を含めた改善策を検
討すべきである。
　そして、必要な運転管理データを容易に取
得できる環境整備のもう一つの手法が、「デー
タプラットフォームサーバーの導入」である。
データプラットフォームサーバーを導入する
ことで、異なる組織が有する大量のデータの
収集・管理を一元的に行うことができる。デー
タプラットフォームサーバーの導入やデータ
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構造の標準化については、各下水道管理者単
独で実施することも考えられるが、全国的な
普及展開を考慮すると、国も含め、関係団体
が一体となった検討が必要である。
　また、ベンダーロックインへの対応は、公
共事業参入の公平な競争性確保の観点からも
取り組むべき重要な課題であり、ひいては下
水道事業における官民連携や広域化・共同化
等の施策の推進につながる重要な取組といえ
る。今回のAI導入及び運用に必要な環境整
備を標準化し普及させることで、ベンダー
ロックインは、事実上解消される。
　なお、ベンダーロックイン解消に向けては、
システムのセキュリティ強化やベンダー間にお
ける責任分界、導入コストだけでなくメンテ
ナンスコストも含めたトータルコストが適正な
ものであること、維持管理が適切に行えるこ
とを下水道管理者は確認しておく必要がある。
※�ベンダーロックインとは、既存システムと通信が必
要な新規システムを構築する場合、既存システムベ
ンダーが独自の通信仕様を採用しているため、他社
ベンダーが参入困難な状態を指す。下水処理場にお
いて、既存システムから情報を取得する場合は、制
御装置から汎用プロトコルで情報取得することや、
制御装置と各処理設備間を汎用プロトコル化するこ

とが考えられ、それは、他社ベンダーが参入困難な
状態を解消することにもつながる。

（2）信頼性の確保
　下水処理場は、適切な運転操作を行うこと
で、良好な放流水質を保っている。運転操作
にAIを導入し良好に機能しなかった場合、
放流水質や放流先である公共用水域の水質に
影響を与える可能性もあることから、AIの
性能を適切に評価するとともに、非常時や
AI故障時等のバックアップの仕組みを構築
する必要がある。
　具体的には、放流水質の改善や消費電力の
削減など、AI導入の目的に応じた評価項目・
評価基準を設定し、実フィールドで適切な評
価を行うことで、信頼性の確保を図ることが
考えられる。
　また、放流水質の悪化や過剰送風を起こさ
ないためには、放流水質や送風量の閾値を設
定し、閾値を超えた際のアラート機能を整備
するとともに、AI運転と従来運転の切り替
え方法などを示した運用マニュアルを整備す
るなど、ソフト・ハード両面でバックアップ
体制を構築する必要がある。

図１�ベンダーロックインの概念図
 

監視制御装置
A社所掌範囲

Ｂ社所掌範囲

コントローラ

情報LAN
上位のコンピュータ等とコントローラを接続し、
生産指示、実績収集など情報・制御用途の
ためのネットワーク

制御LAN
コントローラ間の制御データを
高速に相互交換するネットワーク

現場PLC

AIシステム

Ｄ社所掌範囲

AIシステム

Ａ社所掌範囲

Ｃ社所掌範囲

Ａ社所掌範囲

現場PLC 現場PLC

接続
でき
ない

接続できない

接続できない

ＡＩシステムを構築する際
日報月報、現在の水質・汚泥性
状データなどを取得したい

Ｂ社が建設した汚泥処理設備
と既存監視制御システムとで
信号のやり取りを行いたい

水処理設備にＡＩシステムを
導入するために運転・センサ情報を
やり取りしたい

サーバー

接続できない

構築したＡＩシステムで
出た結果（ガイダンス）を
監視制御装置に表示したい
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下水処理場運転操作へのAI導入に向けた環境整備に関するあり方について　提言

（3）透明性の確保
　AIの性能が高まるにつれて、AIの判断過
程が複雑になり、人間には理解が難しくなる
傾向にある。その結果、取得したデータに基
づいてAIが判断する過程が「ブラックボッ
クス」の状態になりやすい。ブラックボック
ス化することで、AIの判断の根拠が分から
なくなり、AIの判断の検証や改善を行うこ
とができなくなる。このような状況を解決す
るためには、AIの判断根拠を「見える化」
することが望まれる。
　AIによる判断プロセス・根拠の見える化
は、下水道管理者が下水処理場の運転管理を
行う上での判断や学習、技術継承などの観点
からも重要である。AI導入にあたっては、
下水道管理者が求める事項（判断プロセス・
根拠、重要な特徴量、重要な学習データ、機
械学習モデルの可読化等）が整備されている
ことが望ましい。

（4）技術開発・導入促進
　AI技術は日々急速に発展しているが、引
き続き技術開発を促す必要がある。また、
AI導入にあたっては、目的や役割を明確に
し、より適切なAI技術の導入に関する評価
を継続的に検討することや、国において最先
端の導入事例を水平展開するなど、AI技術
の開発及び導入を促進する仕組みを整備する
必要がある。
　そのためにも、全国的な処理場の維持管理
データ等の公開や共有の仕組みの構築、及び
AI技術の評価等による信頼性及び透明性の
確保、AI人材の育成・資格等を担う専門的
な機関が望まれる。

３．３　AI技術の今後について
　今後の下水道の役割として、下水道施設の
マネジメントだけでなく、下水道が保有する

資源を地域内に循環させ、地域内での生産、
消費を促進することで、地域の活性化へ寄与
することや、地域防災や地域エネルギーマネ
ジメント等において上水道、廃棄物、農林水
産業等の他分野と連携し、下水道施設を有効
活用することが考えられる。国は、このよう
な取組を積極的に推進すべきである。
　これまでの技術や人では対応が困難なこと
についても、AI技術の特性を活かし、今後
の下水道に求められる役割に貢献することが
期待される。

【今後の下水道におけるAI技術に求められる
役割の例】
　・�汚泥資源活用の最適化：地域バイオマス

の受け入れ可能量の予測、農業等需要と
のマッチング

　・�地域エネルギーの最適化：地域バイオマ
スの受け入れに関する消化ガスの発生量
予測、下水処理場の余剰エネルギー（熱
や消化ガス）の供給調整

　・�水産資源への貢献：栄養塩類の能動的運
転管理、漁業需要とのマッチング

　・�地域防災への貢献：雨水ポンプ運転の最
適化、再生水提供支援

４．おわりに
　人口減少や下水道の技術者職員不足をはじ
め、気候変動、施設の老朽化など、諸問題に
対応していくためには、デジタル技術の導入
が不可欠であり、そしてさらに、業務のやり
方を変革していくDXの普及は必須であると
考えています。提言に基づく環境整備を推進
していくためにも必要な施策を引き続き検討
してまいります。最後に、検討会委員の皆様
や本検討会にご協力いただいたAI活用の取
組を進めている自治体、民間企業等の皆様に
感謝申し上げます。
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水団連　第160号 トピックス③

１．はじめに
　工業製品の生産には大量の水が必要です。
このため工業用水は、産業にとって欠くこと
のできない「産業の血液」とも呼ばれていま
す。日本では、1950年代から高度経済成長期
にかけて、工業用水道施設が数多く建設され、
これら施設は豊富で安価な工業用水を供給
し、産業の発展、地域経済の振興に大きな役
割を果たしてきています。

　現在（令和５年（2023年）度末時点）では、
地方公共団体等を事業者として全国で148の

事業者が233の工業用水道事業を運営してい
ます。

事業者数

地方公共団体 146
（企業団） （10）
株式会社 ２
合計 148

事業数 233

２．産業構造の変化
　産業構造の変化や地域経済を支えてきた工
場の閉鎖等により、工業用水の需要は減少傾

持続可能な工業用水道事業に向けて

経済産業省  経済産業政策局  地域産業基盤整備課

（注）1997年度の現在給水能力、契約水量、平均実給水量を100とし、指数化した数値。
（出所）�工業用水道事業法に基づく報告（毎年度３月末時点の数値を翌年度７月末までに報告）を基に作成。（工業用水

道事業法に基づいて、全ての工業用水道事業者が経済産業省に報告するもの。232事業の報告から作成。）
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持続可能な工業用水道事業に向けて

向にあります。1997年度と比べて2022年度の
平均実給水量は約18％減っており、今後もこ
の傾向は続くと見られています。全国の工業
用水道施設の稼働率も1970年代の約70％を
ピークに減少し、2022年度では約50％まで低
下しています。
　一方で、近年、新型コロナウイルスの感染
拡大や地政学的リスクの顕在化を背景に、サ
プライチェーンを見直し、国内回帰・国内生
産体制の強化を図る動きが見られます。半導
体関連産業をはじめとする様々な分野で生産
拠点の整備に向けた投資が進展しており、一
部地域においては、工業用水道の整備が行わ
れています。
東広島市域における工業用水道の整備の例

事業名
太田川東部工業用水道第２期
水道事業（吉川系）（仮称）

計画水量 26,000 ㎥ /日
水源 太田川（土師ダム）
給水区域 東広島市
給水開始 令和９年度（予定）

３．施設の老朽化
　工業用水道施設では毎年のように漏水など
の事故が発生しており、老朽化が深刻な問題
となっています。また、近年は大雨などで工
業用水道施設が被災する事故も発生し、災害
に備えた強靱化の重要性も増しています。
　総務省のデータによると、2021年度で法定
耐用年数（40年）を超えた工業用水の管路（導
水管、送水管、配水管）は48.3％で、上水道

（22.4％）の２倍以上に上っています。さらに、
それぞれの運営事業者が策定している計画に
基づいて順調に更新・耐震化工事が行われた
としても、30年後には70％以上が法定耐用年
数を超えると想定されています。

（注）2011年度については、東日本大震災による事故を除く。
（出所）工業用水道事業者から報告された「管内工業用水道施設被害状況報告書」を基に作成。
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水団連　第160号 トピックス③

４．持続可能な工業用水道事業の実現
　過去10年間の工業用水道事業における年間
平均投資額は約500億円であるのに対して、
現在から2050年度までに、更新のために必要
となる年間平均投資額は約1,000億円（経済
産業省の試算）に上ります。
　こうした財源の確保に向けて、デジタル技
術の導入やWPPP等の民間活用、規模の適正
化（ダウンサイジング）や給水料金の見直し
などを通じて「経営改善」に取り組むことが
重要になっていきます。

　経済産業省では、「産業構造審議会　地域
経済産業分科会　工業用水道政策小委員会」
において、持続可能な工業用水道事業の実現
に向けた今後の方向性について、検討を開始
したところであり、工業用水道事業者に実効
性のある計画策定を促すため「更新・耐震・
アセットマネジメント指針」の改訂等を行っ
ていく予定としています。

工業用水道政策小委員会の
詳細はこちら

（出所）（左図）総務省「地方公営企業年鑑」を基に作成。
（右図）�工業用水道事業者を対象としたアンケート（2023年12月）を基に作成。（2023年３月31日時点の管路総延長と

30年後までの法定耐用年数を経過した管路延長を回答した163事業の回答を集計。）
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持続可能な工業用水道事業に向けて

５．おわりに
　工業用水道事業を取り巻く状況変化や、
GXやDX、経済安全保障といった我が国とし
て進めていくべき政策軸の変化等を踏まえな
がら、持続可能な工業用水道事業の実現に向
けて、国、工業用水道事業者、ユーザーがそ
れぞれの役割を再認識し、果たしていく必要

があります。
　経済産業省としても、地域経済の活性化を
図るとともに、工業用水道事業者及び関係者
と連携を図りながら、工業用水の安定した供
給確保に努め、リスクに強い持続可能な社会
の実現に貢献していきます。

（注）�2009年度工業用水道事業調査「工業用水道施設更新検討調査」における更新費用の推計方法（標準ケース）によ
る試算。2021年度までは実績値、2022年度以降は推計値。実績値はデフレート後の建設改良費。推計値は、建設
改良費に占める更新対象施設資産額の比率を0.9、耐用年数を55年、建設改良費に対する平均施設再整備費比率を
1.17と仮定。

（出所）総務省「地方公営企業年鑑」、国土交通省「建設工事費デフレータ（2015年基準）」を基に作成。
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【福岡市】下水で走るラッピングＥＶの導入！！ 
～水処理センターと地域の連携～

福岡市道路下水道局下水道施設部
和白水処理センター所長　檀　達也

●はじめに
　福岡市では、昭和５年に下水道整備に着⼿
して以来、水洗化の普及や浸水対策の推進な
どに取り組んできた結果、下水道⼈⼝普及率
は令和５年度末で99.7%と概成し、⾬水整備
も着実に進展させるなど、下水道は市民の安
全・安心で快適なくらしを支える重要な社会
基盤となっています。
　しかしながら、下水道事業に関心を持って
いる市民の割合は、下水道の普及を促進して
いた頃と⽐べて少なくなっており、市民にど
のように広報して理解と協力を得るかという
ことが課題となっています。
　特に下水処理場（以下、水処理センター）は、
地域に好まれる施設ではないことから、その
存在を理解してもらうため、積極的に地域と
関わることが重要だと考えています。

　今回、本市の和白水処理センターにおいて、
地域との連携を目的とした取り組みを行いま
したのでご紹介します。

１．取り組みまでの経緯
～きっかけ～
　本市では、公用車を更新する際に、電気自
動車（以下、EV）などの脱ガソリン車への
切り替えを計画的に行っています。
　令和５年度の和白水処理センターへのEV
導入にあたっては、環境に優しい「ゼロカー
ボン・ドライブ」の実現に向け、和白水処理
センターの特徴である「下水バイオガスで発
電した電気」をEVに活用することとしまし
た。補足ですが、下水バイオガスとは、下水
汚泥を微生物が消化する過程で発生するガス
で、再生可能エネルギーの一種です。

和白水処理センター 水処理棟
（屋上は運動広場として利用）

下水バイオガス発電設備（25kW×４台）
※まだまだ増設します！
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【福岡市】下水で走るラッピングＥＶの導入！！　～水処理センターと地域の連携～

　また、この取り組みを広く市民にPRする
方法を検討していく中で、「EV導入のPR」
と「地域との連携」を何とか融合できないか
と知恵を絞り、「ラッピングEV」というアイ
デアにたどり着いたのです！
　「ラッピングEV」とは、地元小学校の児童
が下水道について勉強し、学んだことを絵で
表現してもらい、その絵を全面にラッピング
したEVが地元を颯爽と走り回ることで、児
童のステキな絵が住民の目に留まり、話題と
なり、下水道や環境、何よりも和白水処理セ
ンターに関心を寄せるきっかけとなる、とい
うことを狙った取り組みです。

～学校への相談～
　面白い企画ができあがりましたが、学校の
協力なくして進めることはできません。学校
側のメリットも整理した上で、地元の小学校
に行き、校長先生に相談したところ、「本学
校では、下水や博多湾などの環境学習を含め
てSDGsの取り組みを積極的に行っている。
この企画もその一環として取り組めば、児童
にとっても面白いと思う。是非進めていこ
う！」と大変乗り気になっていただき、両者
前のめりの検討が遂にスタートしました！

２．取り組みの目的
①環境学習の深化
　小学校では、下水道や環境を含めたSDGs
について学習しており、今回の下水道教室や

絵柄作成により、児童のSDGs学習への関心
をさらに高めます。

②下水道事業の取り組みPR
　導入するEVは、下水バイオガスで発電し
たクリーンな電気で走行する「ゼロカーボン・
ドライブ」を実現することから、カーラッピ
ングをすることで、このような下水道事業の
取り組みをPRします。

③地域住民への理解促進
　水処理センターの運営には、地域の理解・
協力が必要不可欠であり、地元小学校との連
携を通じて地域の方への理解を促進させます。
　これに加えて、単純に、児童の良い思い出
になれば、という思いもありました。

３．取り組み内容
①下水道教室の開催
　まずはじめに、下水道のことをもっと知っ
てもらうため、下水道教室を開きました。
　下水道部局の若⼿職員が下水道博士に扮し
て、下水処理の仕組みや重要性、下水バイオ
ガスを活用した発電やりん回収などの資源の
有効活用に関する取り組みについて説明し、
児童からは「下水処理して電気ができるの？」、

「下水から肥料ができるのは勉強してたよ！」
といった発言も出て、興味を持ってしっかり

校長先生との固い握手！

下水道教室の様子
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と学習してくれたことが実感できました。

②児童によるラッピングの絵柄作成、選定
　下水道教室では、処理、微生物、電気、肥
料などのキーワードを伝えていたため、その
イメージと児童の豊かな想像力で、オリジナ
リティ溢れるキャラクター（可愛い水の妖精、
定番のうんち君）などを描いてくれました。
学習効果が伺える絵柄になったと思います。

　ラッピングの全体デザインとしては、博多
湾に面している和白水処理センターのロケー
ションを基に、波をイメージしたデザインを
描き、その上に児童が描いた絵柄を配置する
というもので、絵柄は児童が積極的に描いて

くれたことで、80枚以上集まりました。
　児童が描いた絵柄は、どれも個性があり面
白いものばかりで、全て使いたかったのですが、
スペースが限られることから、最終的に10枚程
度を学校とも意見交換しながら選びました。

③お披露目会
　成果を児童や地域の方々へ伝えるため、い
よいよラッピングEVのお披露目会です！
　お披露目会の開催にあたっては、何をすれ
ば児童の記憶や思い出に残るか、事前に職員
で話し合い、ショートムービーを製作し、こ
れまでの取り組み（下水道職員の企画会議、
学校への相談、下水道教室、絵柄作成）に加
え、児童に一番身近な存在である担任の先生
のコメントも流し、大変盛りあがりました。
　上映後、グラウンドに移動し、ラッピング
EVを校門から登場させたところ、児童から
は歓声が起こり、興味津々といった感じで嬉
しそうにEVを見てくれました。
　児童からは、「下水の勉強は面白かった」、

「走るのを見るのが楽しみ」といった感想を
もらっています。
　当日は、記念品として、下水道のPRを兼
ねて、和白水処理センターで回収した再生り

教室にて楽しく絵柄作成中！

デザインイメージ案

児童が描いたキャラクター・絵柄

空･海･砂をイメージ

波をイメージ
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ん入りのエコ肥料・土・花の種・ポットを配
布しました。花を育てる中で、より強く思い
出に残ってほしいという思いから、花植えフ
ルセットとしました。（きっと花が育つのを
見るにつけ、今回のことに思いを巡らせてく
れていると信じています！）
　また、地域の方にもお披露目会に参加して
いただき、「子供たちが楽しそうにしていた
し、良い取り組みだ」などと、お褒めの言葉
をいただきました。こちらからも「頑張って
ます！ぜひ見学にお越しください！」と積極
的にPRを行っています。
　報道関係では、地元の新聞社、業界紙の水
道産業新聞社などが取材に来られました。

４．さいごに
　ラッピングEVは、日常の維持管理で使用
し、地元を中心に市内を走行しており、長期

ラッピングEV

お披露目

に渡り市民の目に留
まることになります。
　また、お披露目会
の写真と新聞記事を
フォトフレームに入
れて学校の玄関入⼝
に置き、学校関係者
だけでなく児童や保
護者にも見てもらう
ことで、一過性では

なく継続的なPR効果があると考えています。
　市民の下水道への意識が希薄になる中、今
までにも増してその重要性を認識してもらえ
るよう、今後も様々な機会を活用してPRし
ていきます。
　また、水処理センターに関しては、これま
で、臭い、汚いといったネガティブなイメー
ジが強く、なるべく目立たないように、地道
にその使命を果たしていましたが、時代は変
わりました！（と思います。）「建設の時代」
から「維持管理の時代」と言われて久しく、
近年では水処理センターの脱炭素や循環型社
会に向けた取り組みが注目されることも多く
なりました。
　このような時代の変化を捉えて、さらに地
域の方に認知されるよう、地域に密着した水
処理センターを目指して、能動的に地域と関
わっていきたいと考えています。

みんなで記念撮影 ！（^^）！

ラッピングEV出動中!（小学校の前を通行中）
乗っていると外からの視線を感じます（^^）

フォトフレーム
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大月市

東京都

甲州市

都留市
笛吹市

上野原市

小菅村

猿橋水道橋
（八ツ沢発電所施設第一号水路橋）

を支えた施設を訪ねて 93水

写真−１ 八ツ沢発電所施設第一号水路橋

山梨県大月市

水団連　第160号 シリーズ　水を支えた施設を訪ねて

猿橋に掛かる水道橋
　日本三奇橋の一つである猿橋の上から下流
方向をのぞき込むと、20ｍばかり先の両岸の
切り立った断崖の中ほどに、ごうごうと音を
峡谷に響かせながら右から左へと大量の水を
送るコンクリート造りの水道橋（八ツ沢発電
所施設第一号水路橋）が見えます。

八ツ沢発電所
　八ツ沢発電所は、日清・日露戦争後の産業
の発達と好況により電力需要が急増した東京
へ電気を供給するため、東京電燈株式会社が、

駒橋発電所（明治40（1907）年12月送電開始）
の建設に続いて計画した第二水力電気事業と
して、北都留郡巌村八ツ沢に建設されました

（明治45（1912）年７月送電開始）。

写真ー２ 日本三奇橋の猿橋（手前）と第一号水路橋（奥）



猿橋水道橋（八ツ沢発電所施設第一号水路橋）
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導水路施設の概要
　発電用水は、駒橋発電所の放流水に桂川右
岸より取水した水を加え、いくつもの開渠・隧
道・水路橋からなる導水路で北都留郡大目村
大野に設けられた調整池と、その先の八ツ沢発
電所の裏山に設けられた貯水槽に送られました。
　第一号水路橋は、桂川右岸で取り入れた水
を、調整池や貯水槽が設けられた左岸へと渡
すために造られました。この地が架橋地点とさ
れたのは、猿橋と同様に、桂川の川幅が一番
狭まっていることが大きな理由だと思われます
が、取入口からわずか２kmほどしか離れてい
ないため、平時でも水路水面と桂川水面の高
低差が少ない上に、洪水時には峡谷のため河
水面が著しく上昇して橋下空間の余裕がさら
に無くなってしまうという課題がありました。

水道橋の設計
　このため、猿橋と同様に橋脚を持たない単
径間の橋を架けることとし、架橋様式として
鋼材を用いた桁橋やトラス橋に鉄管を設置す
る案も出されましたが、資材が小さくて運搬
が容易であることと、架橋後の修繕が少なく
済むことから、最先端の技術への未熟さを懸
念しながらも鉄筋コンクリート造りのアーチ
橋上に鉄筋コンクリート造りの箱樋を載せる
ものが採用されました。
　設計は東京電燈社員の神原信一郎が行い、

橋下空間を確保す
るために、アーチ
構造を径間長108
尺（ 約32.7m） に
対 し て 拱 矢12尺

（約3.6m）とする
扁平にし、箱樋の
幅を広くして前後
の隧道の水深より
も低くするなどの
機能的な工夫を施
しました。また、
装飾を排しながら

も、アーチ橋の垂直材や横桁、箱樋の扶壁や
欄干柱の位置を揃えるなど、周辺の景観と調
和するよう意匠にも工夫が凝らされています。

そして今
　明治45（1912）年６月に完成、供用を開始
してから100年以上が過ぎ、かつて水路橋の
すぐ下流にあった鉄道橋は昭和43（1968）年
に撤去され、猿橋も昭和59（1984）年の掛替
工事でH鋼に檜を被せた部材で造られた人道
橋へと変わりましたが、第一号水路橋だけは、
大規模な改修工事が行われることなく当時の
ままの姿で、今もなお大量の発電用水を勢い
よく送り続けています。
　平成17（2005）年、明治後期の鉄筋コンク
リート構造の水路橋として国内最大級の径間
を実現した第一号水路橋をはじめ、約14km
の範囲にわたって広がるいくつもの発電所関
連施設が、土木技術史上高い価値があるもの
として評価され、国の重要文化財に指定され
ました。

参考文献
神原信一郎「鐵筋混凝土造猿橋水道橋工事報告書」（『土木學會誌』
第一巻第一號　大正４年）
山梨県北都留郡誌編纂會編『山梨県北都留郡誌』（山梨県北都留
郡誌編纂會　大正14年）
山根巌『我国への鉄筋コンクリート橋導入の技術史的研究』（平
成13年12月）

写真ー３ 猿橋上から見た第一号水路橋

写真ー４

建設中の第一号水路橋
（手前が中央本線第一桂
川橋梁、真中が第一号水
路橋、奥が猿橋）
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水団連　第160号 ビバ！マイカンパニー

東芝インフラシステムズ株式会社　
水・環境システム営業部　老谷　清仁

ビバ
！

ビバ
！

マイカンパニー
第30回
「東芝インフラシステムズ
の社会・地域貢献活動」

東芝インフラシステムズのご紹介
　東芝インフラシステムズ株式会社は、来年
創業150周年を迎える東芝から分社し、社会
インフラ事業分野を担当する事業会社として
2017年に発足しました。本社機能を川崎に置
き、国内には府中事業所、小向事業所、三重
工場、３つの製造拠点を有している他、支社
店・営業所が36ヶ所あります。
　私たちの事業は、水処理システム、リサイ
クル事業、ビル用電源、防災システム、放送
システム、気象レーダ、航空管制システム、
郵便区分機、自動改札機、電気機関車、産業
用モータなど多岐にわたり、社会や産業のイ
ンフラに貢献しています。
　私たちは、グループ経営理念「人と、地球
の、明日のために。」に基づき、以上のよう
な事業活動と、事業で培った知見やリソース
を活用した社会貢献活動を両輪として、社会
課題の解決、SDGsの達成、そして持続可能
な社会の構築に貢献していきます。
　具体的には、自然環境保護、科学技術教育、
スポーツ・文化振興、社会福祉、国際親善の
分野を中心に社会貢献活動を行うとともに、
従業員のボランティア活動を支援していま
す。以下では、３つの製造拠点での社会貢献
活動を紹介します。

除草活動による廃棄物削減への 
取り組み～府中事業所
　府中事業所では、約10万㎡の緑地の除草を
刈払機や草刈機で行っていましたが、2015年
度から「ヤギによる除草」を導入しています。
その後、ヒツジも加え、動物除草を本格化し
ました。これが近隣の東京農工大学の目に留
まり、ヤギを通じてさまざまな地域連携活動
が始まりました。東京農工大学で飼育されて
いるヤギを通年でお預かりした際には、コン
プレッサの排熱で除草屑を乾燥させて冬場の
飼養として活用するなど、アイデアを出しな
がら進めました。2017年度の夏以降は太陽光
を動力源とする除草ロボットを導入し、廃棄
物となる除草屑削減も加速させています。今
後も、環境負荷低減システムの構築、地域お
よび他拠点との連携など、環境経営をさらに
積極的に推進していきます。

除草中のヤギ

太陽光を動力源とする
除草ロボット
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第30回「東芝インフラシステムズの社会・地域貢献活動」

「多摩川清掃市民運動」に 
180名が参加～府中事業所
　2024年４月13日に府中市で行われた「第51
回多摩川清掃市民運動」に、府中事業所およ
びグループ会社の従業員と家族180名がボラ
ンティアとして参加しました。
　この活動は、多摩川清掃市民運動実行委員
会と府中市が、多摩川の自然保護や環境美化
意識の啓発を目的に行っているイベントで
す。府中事業所も実行委員会メンバーとして
参画しています。
　当日は晴天。多摩川沿いの桜の花もまだ咲
いていて、参加者は多摩川の自然に親しみな
がら河川敷のゴミを回収し、まちの環境を守
る活動を楽しみました。

６月「緑のカーテン講演会＆苗植え会」、
８月「ゴーヤ収穫祭」～小向事業所
　６月１日に緑のカーテン講演会と苗植え会
が開催されました。
　緑のカーテン講演会は、エスペックみどり
の学校より土田様をお招きし、対面とリモー
ト方式を併用して計77名が参加しました。緑
のカーテンの効果や緑のカーテンに使用する
ゴーヤをうまく育てるためのコツなどをご説
明いただきました。
　その後、事業所内のテニスコートへ移動し、
実際にゴーヤの苗植えを行いました。「福知

山市みどりの親善大使」のゴーヤ先生も登場
し、和気あいあいとした雰囲気で苗植えを行
いました。
　８月末には収穫の時期となり、「緑のカー
テン　ゴーヤ収穫祭」を開催しました。酷暑
の影響を受け例年よりは小さなゴーヤが多
かったものの、力を合わせて沢山のゴーヤを
収穫できました。

「社会貢献一斉アクション　 
全社フードドライブ実施」～三重工場
　“東芝グループ ボランティア・デイズ”（国
内外全ての東芝グループ従業員が国際ボラン
ティアデーに合わせて活動を行う）において、
三重工場では、毎年12月に『フードドライブ』
を実施しています。
　日本では、まだ安全に食べられるのに家庭
から廃棄される食品が毎年200 ～ 300万トン
もある一方で、国民の６人に１人が貧困状態
にあり、その割合は増加傾向にあると言われ
ています。
　各家庭で余っている食べ物を持ち寄り、地
域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄
付するフードドライブの活動を通じて、当社
の全従業員がフードロスと社会貢献の大切さ
を考える機会となっています。

フードドライブで
集まった食品

多摩川の清掃に180名が参加

ゴーヤ苗植え会（６月初旬） ゴーヤ収穫祭（８月末）
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水団連　第160号

江戸で発生したパニック

　浮説に接した幕府の危機感は強かった。発
生直後の９月12日には３名の町年寄の連名
で、浮説の打ち消し、水の安心・安全宣言、
強力な取り締まり等からなる町触を発した。
「最近、町方ではさまざまな浮説が出回り、
上水についての浮説もある。この時期、そう
したことは不埒である。浮説を言う者は召し
捕る。廻り方の同心を隠密裏に巡回させる」
といった内容。核心は注書きで「世上、上水
に毒が入れられたとのことで、人々が水を汲
まなくなったが、それは浮説なので（安心し
て）水を汲むこと」と記している。
　江戸を代表する両替商・中井家の11日の
記録にも「今夕世上怪

あや

敷
しき

風
ふう

聞
ぶん

致候。呑
のみ

水
みず

用
よう

心
じん

之
の

事
こと

」とある。明暦期から天明期の天変地異
などを記した杉田玄

げん

白
ぱく

の『後
のち

見
み

草
ぐさ

』では、神
田上水と玉川上水の両方に毒物が投入された
との浮説のため、大名諸侯から町人まで人々
が一斉に恐慌を来たして、貯めておいた水を
捨てたり、毒物が流れて来る前に大急ぎで水
を汲む者があったと述べている。江戸中がパ
ニックに陥っていた。

　天明６（1786）年９月11日、江戸で「上水に毒物が投入された！」という浮
ふ

説
せつ

（風評）
が広がり大混乱に陥った。町奉行所の素早い対応もあって、騒ぎは程なく収まったが、
この浮説と当時の政治情勢とを結び付ける“状況証拠”も、実は豊富である。

浮説のタイミング

　生命に係わる上水事業を危機に陥れたのだ
から、風評被害どころか“風評テロ”レベル
のインパクトだったが、時期や内容からして、
浮説の背後には政治的な匂いもする。
　この浮説が発生した９月11日は、10代将
軍・徳川家

いえ

治
はる

の薨
こう

去
きょ

が発表された９月８日の
直後だった。とはいえ実際の薨去は８月25
日、それに殉じた形で田沼意

おき

次
つぐ

（1719 ～
88）が老中を辞任したのは８月27日であっ
た。意次は辞職後も影響力を持っていたもの
の、天明の大飢饉に誘発された翌天明７年５
月20日から24日まで江戸を無政府状態に陥
らせた打ち壊しは、反田沼派を勢い付かせた。
それをきっかけに、天明８年には松平定

さだ

信
のぶ

が
老中に就任し、それに引き続いて田沼系官僚
の免職が大々的に行われた。
　大石慎三郎『田沼意次の時代』によれば、
このプロセスは、定信を代表とする後述の「譜

ふ

代
だい

門
もん

閥
ばつ

層
そう

」による一種の“クーデター”であっ
た。ということは、田沼から定信への政権交
代が“政変”に近い形で始まるタイミングで、
この浮説が広がったことになる。
　証拠は全くないが、誰かが将軍薨去を機に

江戸・東京水水物語
第６回

東京都水道局　北部支所長　鈴木　浩三

江戸で発生した
「上水毒物混入」の浮説
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第６回　江戸で発生した「上水毒物混入」の浮説

浮説を準備して、意次や田沼派官僚の一掃に
向けて薨去発表のタイミングで流した可能性
も否定できない。真偽は別にして「上水に毒
が入れられた」という話だけでも、将軍の治
世を執行する立場の老中以下の幕閣にとって
は大きな政治的ダメージとなったからである。
　なお、元禄６（1693）年には「馬がしゃべっ
た」という幕政批判につながりそうな浮説を
流した者が死罪になっている。

田沼意次と松平定信

　紀州徳川家の足軽出身で８代将軍・徳川吉
宗に見いだされた父を持つ意次は、９代家重
の下で登用され、安永元年側

そば

用
よう

人
にん

も兼ねなが
ら老中となった。側用人とは、将軍の信任を
背景に家柄に係わらず有能な者に政務を行わ
せるもので、５代綱

つな

吉
よし

の下での柳沢吉
よし

保
やす

、６
代家

いえ

宣
のぶ

・７代家
いえ

継
つぐ

の時代の間
まなべ

部詮
あき

房
ふさ

もそれに
あたる。逆に、老中・若年寄など幕府の正規
の役職者の実権は空洞化したので、そうした
役職に就ける家格の高い幕臣（譜代門閥層）
の不満は高まっていったとされる。
　しかも、経済力を備えた商業資本を背景と
する“田沼政権”の重商主義的な政策（問屋
株仲間の公認、俵

たわら

物
もの

の輸出による貿易黒字化
など）は、譜代門閥層を代表する封建領主に
は死活問題となっていた。なかでも諸大名の
大反発を招いた天明５年の御用金令では、大
坂の富裕町人から幕府が徴収した御用金をそ
のまま大坂の町人に貸し付け、大坂の町人は
それを諸大名に利付きで融資した。幕府には
利息収入の一部が上納され、諸大名は借入額
に応じて領地の田畑を担保に入れた。もし、
返済が滞れば幕府の代官がその田畑を差し押
さえて、そこから徴収する年貢を大坂町人に
支払うスキームになっていた。これは領地支

配権を将軍が大名に委任するという幕藩体制
の原則を空洞化し、借金のカタに幕府が諸大
名の領地を取り上げることに通じていた。
　一方の定信は、宝暦８年徳川吉宗の次男で
御
ご

三
さん

卿
きょう

筆頭の田安宗
むね

武
たけ

の三男として生まれ
た。田安家の家督は兄の治

はる

察
あき

が継ぎ、安永３
年定信は白河11万石・松平定

さだ

邦
くに

の継養子と
なったが、その直後に兄の治察が没したため、
定信の田安家への復帰話が持ち上がった。と
ころが、御三卿の一橋治

はる

済
さだ

が長男の豊千代（そ
の後11代将軍・家

いえ

斉
なり

）を将軍にしようと画
策したり、意次の妨害工作などもあって、定
信の復帰が実現しないまま田安家の血統は絶
えてしまう。定信が２度も意次を刺殺しよう
としたのも、将軍になり損なった原因を田沼
に求めていたからだといわれている。
　白河藩主となった定信は天明飢饉に際して、
徹底した倹約や租税免除、農政重視などによっ
て危機を乗り切り、名君としての評価を得た。
御三家・御三卿や名門の譜代大名たちにとっ
ては理想的な人物となった。中央政界進出を
狙う定信も、かつて田安家相続を妨害した一橋
治済と結び付いた。天明８年に老中首座・将
軍補佐となり、田沼時代の経済政策を覆して、
年貢確保のための農業生産の重視に立ち戻っ
た。それは商業資本が武士より経済的に強く
なった“下勢上を凌ぐ”ことへの反動でもあった。

石野広通と『上水記』

　浮説騒ぎの３か月後の12月、石野遠江守
広
ひろ

通
みち

（1718～ 1800）が江戸の上水を所管
する普請奉行上水方道方に就任した。そして、
定信の老中首座就任と同じ年に『上水記』を
起稿し、寛政３年に全10巻の図書を３部完
成させた（図１）。一部は将軍家斉に献上、
一部は定信に進達、一部は上水方役所の常備
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　広通は三百俵取りの旗本の家に生まれ、家
格は低いようにも見えるが、本家筋には長篠
合戦に参加した広光が居るなど、むしろ高級
旗本に属していた。寛政４年、普請奉行に次
いで旗本の最高職である西

にしのまる

丸留
る

守
す

居
い

に達した。
　こうした業績・交友関係・家柄からすれば、
広通は定信の“お眼鏡に適った”人物に属し
ていたとみても差し支えない。田沼派の官僚
たちが相次いでパージされている最中に、広
通が普請奉行に就任した背景には、そうした
事情も十二分に作用していたといえるだろう。

『上水記』の輝き

　『上水記』の成立前後の諸情勢や、「将軍の
御仁政」にからめた記述、広通の出自などを
みると、その執筆動機には政治的な意図が見
え隠れする。定信との黙契さえあったのかも
知れない。しかも『上水記』によって広通は
将軍から褒美まで与えられている。
　それゆえ、『上水記』は読みようによって
は「田沼政権の下では将軍の御仁政の象徴で
ある上水がなおざりにされたが、新政権では
大切に運営していく」と解することもできる。
むしろ、毒物投入の浮説騒ぎがあったからこ
そ、『上水記』の輝きが増したわけである。
　広通はさすがに当時の文壇の第一人者だけ
あって、浮説を糧にする形で、あるいは逆手
にとって『上水記』を“高い値段で売る”こ
とに成功したのであった。

参考文献
大石慎三郎『田沼意次の時代』，岩波書店, 1991年, pp.34-35．
幸田成友『江戸と大阪』，冨山房, 1934年, pp.270-273．
杉田玄白『後見草』（森嘉兵衛・谷川健一編『日本庶民生活史料

集成　第七巻　飢饉・悪疫』），三一書房, 1970年, p.82．
鈴木浩三『江戸の風評被害』，筑摩選書, 2013年, pp.51-70．
東京都公文書館『東京市史稿　産業篇第三十』（「浮説取締町触」），
1986年, pp.477-478.
東京都水道局『上水記』（復刻版），1965年, pp.48-49.
松野陽一校注『霞関集』，古典文庫, 1982年, pp.285-288．

用とした。上水方役所のものを東京都水道局
が引き継いでおり、全編がHPで公開中である。
　江戸の上水に関する基本史料である『上水
記』には、神田・玉川両上水の歴史・起源、
水路や江戸市中の樋

ひ

線
せん

（配水管網）などの施
設とともに上水の経営に際しての心構えやガ
バナンスの基本原則も記されている。「水の
得にくい江戸に水道を敷設して人々が利用で
きるのは“上水の徳”であり、水道に携わる
者は常に自覚して事務を処理すべき」「将軍
の御仁政によって人々に益をもたらすのが上
水」などとある。「将軍の御仁政」という表
現は、当時としては治者による人々への最高
レベルの公共性を表していた。
　広通は、当時から国学者として知られ、和
歌では江戸の堂

どう

上
じょう

派
は

冷
れい

泉
ぜい

門の中心人物で、同
派の私撰和歌集である『霞

か

関
かん

集
しゅう

』の撰者であっ
た。『霞関集』（再撰刊本）には、公卿や大名
諸侯、高級旗本やそれらの家臣・家族から町
人まで多彩な顔ぶれがみられる。和歌で結び
付いた江戸における高位高官を頂点とする文
化的サロンだったといえるだろう。
　また、普請奉行の直前に在任した佐渡奉行
の時には『佐渡事略』、『上水記』以後には、
膨大な行政文書類を整理した『憲法部類』な
ど、職務に関係する文筆活動に熱心だった。

図１　�『上水記』第５巻（彩色図入りで美術品のような図書）�
四谷御門付近の図（東京都水道歴史館所蔵）

四谷御門

尾
張
殿

町
屋

御
堀

御
堀

町
屋
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キラリと光る！ 躍動する水団連会員

各地で活躍される水団連会員２社にスポットライトをあて、歴史、沿革、企業理念、
主要な製品・技術などを紹介します。

シリーズシリーズ

キラリキラリとと光光るる！ 躍動する水団連会員！ 躍動する水団連会員

株式会社ヤマト株式会社ヤマト
＝群馬県前橋市＝＝群馬県前橋市＝

○�「建設プロダクト」を合言葉にサービスを提供
　昭和20（1945）年創業の株式会社ヤマトは、
上下水道・水処理をはじめとし、空調衛生・
冷凍冷蔵から、近年では日本最大規模の道の
駅「まえばし赤城」など、幅広い設備や施設
の設計・施工を手掛ける会社である。同社は

「建設プロダクト」というコンセプトを掲げ
ており、これは同社最大の特長でもある「各
種建設製品のワンストップでの提供（基本計
画～設計～施工～保守・メンテナンス～資産
管理・一部運用から資金調達まで）」を意味
する。これを可能とするため、平成６年には
配管の工場加工を行う「加工センター」を、
平成27年には体感型ショールーム「サポート
センター」を建設し、施工の合理化・省力化、
サービス価値の向上に取り組んでいる。今回
は、同社と両センターを当連合会の宮﨑元専
務理事が訪問し、町田豊社長にご紹介頂いた。

○�合理化・省力化の技術で地域課題解決に貢献
　「建設プロダクト」は多数の技術や設備に
より成立しているが、中でも目を引くのは緻
密な３次元CADを用いた生産設計図による

「見える化」と、施工現場での切管などを一
切不要とするプレキャスト配管である。
　同社では施工後の完成イメージや施工方法
を視覚的に伝えるため３次元CADを採用して
おり、作成された３DCGパースは完成した実
際の設備や施設に限りなく近いという。この「見
える化」により発注者・設計者・施工者間の
齟齬を解消し、手戻りや手直しを減らしてい
る。また、この緻密な生産設計図と加工セン
ターが合わさる事により可能となったのが配
管加工の工業化である。加工センターでは施
工図に基づき管材の切管をはじめ、面取り加
工や防腐防さび加工などを自動で施す装置が
稼働している。装置によりプレハブ加工され
た配管は、接続のみで組み立てられる事から、
現場施工の省力化と工期短縮に貢献している。
　これら一連の技術の根底にあるのは人口減
少という課題への取り組みと、取り組みを通
した地域社会への貢献だという。「私達が本社
を置く地域は、所謂地方都市よりも早く人口減
少や深刻化する技術者不足と向き合っていく
事になります。そういった時、インフラを守る
企業、エッセンシャル企業として地域社会の

第 19 回

町田社長（左）と宮﨑元専務理事（右）
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株式会社ヤマト
株式会社クロダイト

株式会社クロダイト株式会社クロダイト
＝愛知県高浜市＝＝愛知県高浜市＝

◇�「全体最適」を強みに、日本のインフラ産
業に貢献

　クロダイトグループの前身に当たる黒田鋳
造所の創業（昭和３（1928）年）から数えて、
クロダイトグループは５月に97期目を迎えた。
黒田晃正・現社長の曽祖父・黒田初太郎氏が
農機具紡績部品の製造企業として立ち上げた
黒田鋳造所は、戦後のダクタイル鋳鉄を中心
とした水道製品や自動車部品の製造・加工、
クロダイト工業株式会社への社名変更などを
経て、販売部門が株式会社クロダイトとして
分離、現在へ至る。一人ひとりができる事を

高めていく「個別最適」、そしてそれらが一
丸となって生まれる強い打開力を以て社会貢
献を成す「全体最適」を経営の基本理念と語

発展に貢献できるよう、先程の３DCGのよう
なデジタル化や、ドローンによる測量をはじめ
としたICTにもいち早く着手し、技術とものづ
くりの力を高めてきました。」と町田社長は語る。

○�地域に根付いた企業を目指して
　同社のこういった思いは上下水道事業にお
いても反映されている。例えば、水質変動を
抑制し安定した水質の維持を行うための遠隔
監視装置を活用した薬注システムは、地域の
小規模な浄水施設の省人化や技術者不足への

対応に貢献している。また、加工センターに
よるポンプユニットやろ過ユニットなどのプ
レハブ化は、地域の施設規模や懐に合った設
備の提供を可能とし、現在では関東を中心に
約200以上の事業体などへ各種装置を提供し
ている。「今後もお客様のニーズにお応えで
きるよう、価値の高い製品・サービスの提供
を追求し、豊かな地域社会づくりの発展に貢
献していくと共に存在感を高めていきたい。」
と締め括られた。

第 20 回

道の駅［まえばし赤城］の屋上階の配管図 サポートセンター前に
て、（左から）町田社長、
新井部長、宮﨑元専
務理事。空調・照明・
衛生・建材等をショー
ルームに展示する複
数のメーカーにも同
施設を使ってもらい
やすいよう、入口に同
社の名板は掲げてい
ないとの事

黒田社長（右）と宮﨑元専務理事（左）
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る黒田晃正社長は、去年７月に株式会社クロ
ダイト代表取締役社長に就任したばかりの

「若い力」だ。今回は、その黒田社長を当連
合会の宮﨑元専務理事が訪問した。

◇�地元からの信頼と高い開発力が生み出した
ABS工法

　クロダイトと言えばオリジナルブランドで
あるボルトナットや押輪といった水道部品の
イメージが強い。しかし近年ではエアーバッ
グ止水工法（ABS工法）も高く評価され、
年間約7,000件を製造・販売するに至ってい
るという。ABS工法は止水する管路を穿孔
し、そこから挿入したエアーバッグを膨らま
せる事で、短時間かつ省スペースによる局部
断水を可能とする工法並びにその装置だ。こ
のABS工法は地元高浜市からの、「ゴムホー
スとテニスボールをくっつけたようなシンプ
ルな装置で不断水工事ができないか」、といっ
た相談がきっかけで共同開発された、まさに
同社の理念が形になった製品といえる。また
同社は、断水できない人口密集地域を持ち、
全土を通して飲用できる水を供給しているな
ど、日本と市場の似ているフランスでの展開
にも注力しており、このABS工法を軌道に
乗せたい考えだ。「色々な事をチャレンジし
たいし、向こうで良いものがあれば積極的に

取り入れて、新しいチャンスを創出したい」
と黒田社長は意欲を見せた。

◇�「変わらず業界で責任を果たし続ける」
　隣接する昭和40（1965）年建設の高浜工場
では現在大規模なリニューアルが行われてい
る。これは「重要なライフラインである上下
水道の重要部品を製造する自分達が、まずは
しっかり持続し、変わらず業界で責任を果た
し続けるため」だと黒田社長は言う。第一期
工事で今年１月に導入された新型の高周波誘
導炉は従来の低周波誘導炉と比較して早い溶
解が可能となり、また高い電気効率により電
力消費や環境負荷の低減、生産能力の向上が
期待されるという。今年末の第二期工事では
更に新しい溶解炉２基の導入が予定されてお
り、将来的には従来比約２割の消費電力低減
効果が見込まれている。水道業界は行政移管
という新たな局面を迎え、上下水道一体の組
織運営による基盤強化が期待されるところだ
が、黒田社長は同社と同様に「国土交通省に
は業界の維持・持続のため、然るべき投資の
必要性を広く周知して貰いたい」と、業界の
持続し続けなければならない責任に触れつつ
今後に期待を寄せ、話を締め括られた。

今後の展望を語る
黒田社長 今年１月に導入された新型の高周波誘導炉
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第177回理事会の開催について

　令和６年５月14日にグランドヒル市ヶ谷におい
て、第177回理事会を開催し、令和５年度の事業
報告、決算を審議するとともに、通常総会の開催
を決定しました。
　さらに、顧問については、玉木氏から福井氏（元
建設省下水道部長）に交代し、川北顧問（元東京
都水道局長）は引き続き顧問となりました。

第58回通常総会及び 
第178回理事会の開催について

　令和６年６月７日に千代田区の東京會舘で第58
回通常総会を開催し、令和５年度事業報告、決算
が承認されるとともに、３人の理事が交代しまし
た。日本水道鋼管協会の佐々木理事、日立造船株
式会社の鈴木理事、宮﨑専務理事が辞し、新たに
峰村健氏（日立造船株式会社）、狩野裕二氏（日
本水道鋼管協会）、森岡泰裕氏が理事に就任しま
した。
　その後の理事会において、専務理事が空席と
なったことから、新専務理事を選出し、森岡泰裕
理事が就任しました。
　なお、総会では、会長表彰を行い、団体15会員、
個人５人に感謝状又は表彰状と記念品を授与しま
した。
　通常総会終了後、懇親会を開催し、多数の国会
議員、各省庁、事業体、関係団体、学識経験者な
ど、580人を超える参加者があり、盛況に終了し
ました。

ミニ展示会の開催

　令和６年５月23日の全国水道企業団協議会総会
（福岡市）に合わせて、総会会場の西鉄グランド
ホテルで、ミニ展示会を開催し、16会員が参加、
製品やサービスのPR活動を行いました。

水道施設整備費に係る歩掛表の改定要望

　５月27日、水団連会員から要望のあった①工事
費の積算（管材費、週休２日工事に要する費用の
積算、現場管理費の見直し、積算の適正化）、②
技術管理費、③ポリエチレン管布設歩掛表、④鋳
鉄管布設工、⑤建設機械損料算定表、⑥施工管理
システムを採用する場合増加費用等を改定要望と
して提出しました。
　これを受けて、６月19日に国土交通省令和６年
度施工技術調査検討会が開催され、改定要望につ
いて、説明を行いました。

会議開催状況

第55回表彰委員会　6.4.12
　会長表彰について

第76回決算委員会　6.4.16
　１．令和５年度事業報告（案）
　２．令和５年度決算（案）

第58回監事会　6.4.26
　１．令和５年度収支決算監査

■ 水 ■ 団 ■ 連 ■ だ ■ よ ■ り ■
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第177回理事会　6.5.14
　議案１．第58回通常総会の招集
　議案２．令和５年度会務及び事業報告（案）
　議案３．令和５年度決算（案）及び監査報告
　議案４．通常総会表彰者（案）
　議案５．理事の補充選任（案）
　議案６．顧問の委嘱（案）
　報告１．職務執行状況報告

第164回機関誌編集小委員会　6.5.20
　夏季号（160号）編集方針

第58回通常総会　6.6.7
　議案１．令和５年度会務及び事業報告（案）
　議案２．令和５年度決算（案）及び監査報告
　議案３．理事の補充選任（案）
　報告１．令和６年度事業計画
　報告２．令和６年度予算

第178回理事会　6.6.7
　議案１．専務理事の選任（案）

第176回広報宣伝委員会　6.6.17
　神戸水道展について

研修会

　上水道基礎専門研修（１回目）　6.5.17
　上水道基礎専門研修（２回目）　6.5.24

展示会

　１． 全国水道企業団協議会総会（福岡市）併設
ミニ展示会の開催　6.5.23

　　　会場　西鉄グランドホテル　16ブース出展

会員の現在数（令和６年７月１日現在）

　団体会員 35
　会社会員 214 
　合　　計 249
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編 集 後 記

機関誌  水　団　連

　暑中お見舞いを申し上げます。
　６月に開催された第58回通常総会で専務理事
に就任しました。関係団体や会員の皆様におか
れましては、ご支援ご指導の程よろしくお願い
申し上げます。
　今号の「巻頭言」では、今年４月の国土交通
省への水道行政移管（水質基準関係を除く）に
伴い新たに設置された、上下水道審議官グルー
プを束ねる松原誠・上下水道審議官から「上下
水道一体での事業推進」の必要性と重要性を中
心にご寄稿いただきました。将来に向けて、私
たちひとりひとりが上下水道一体について考
え、そしてできることから実践すべき機運を盛
り上げるべきでしょう。

　また「トピックス①」では、日本人として23
年ぶり３人目となる「ストックホルム水大賞」
を３月に受賞された沖大幹教授に、受賞までの
流れや受賞理由となった研究成果についてご紹
介いただきました。「水のノーベル賞」とも言
われる同賞を我が国の研究者が受賞されたこと
は、日本としても大変誇らしいものです。
　「情報ファイル」では2050年カーボンニュー
トラルへの取り組みなどをご紹介いただくな
ど、その他コーナーと併せて今号も全編通して
バラエティーに富んだ内容となっています。ご
一読いただけますと幸いです。
� （専務理事　森岡　泰裕）

　　　　No.160（夏季号）
　　　　令和６年７月26日発行
発行所　一般社団法人　日本水道工業団体連合会
編　集　一般社団法人　日本水道工業団体連合会
　　　　広報宣伝委員会・機関誌編集小委員会
協　力　株式会社　水道産業新聞社

　　　〒102-0074　東京都千代田区九段南四丁目８番９号
　　　　　　　　　��（日本水道会館　３階）
　　　　電　話　03（3264）1654（代）　FAX　03（3239）6369
　　　　URL　https://www.suidanren.or.jp

委員長	 今	井　	俊	雄
	 （JFEエンジニアリング㈱）
委　員	 澤	井　	隆	之
	 （㈱ＮＪＳ）
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	 （㈱荏原製作所）

委　員	 與	語　	雅	彦
	 （㈱クボタ）
　〃　	 横	井　	浩	人
	 （㈱日立製作所）
　〃　	 竹	中　	史	朗
	 （日之出水道機器㈱）

委　員	 中	藤　	康	拓
	 （前澤工業㈱）
　〃　	 江	原　	伸	行
	 （㈱森田鉄工所）
　〃　	 嶋	本　	裕	樹
	 （㈱日本水道新聞社）
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